
“ふじのくに美しく品格のある邑”から季節の情報を発信

邑ジャーナル
イベントカレンダー

インタビュー
森町南部（森町） 
夢未来くんま（浜松市） 

大学生体験レポート

有東木（静岡市）
三島箱根西麓地区（三島市）

特集

全部、邑にあった！
大切なものは

●一の宮の里（森町）
●そばの里づくり佐久間（浜松市）
●浮橋（伊豆の国市）
●大好き渋川（浜松市）
●二子湧水の里（御殿場市）
●白糸の里（富士宮市）
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［西部地域］

［伊豆地域］

［東部地域］

［中部地域］

登録100邑〈平成27年11月現在〉

「ふじのくに美しく品格のある邑づくり」連合
とは、邑づくりの趣旨に賛同した県内全
35市町、静岡県、企業等が会員と
なり、「美しく品格のある邑」
の魅力向上やブランド力強
化のために、広報活動、
情報収集、調査研究を
行い、「美しく品格の
ある邑」についての
審査・登録事務を
行う組織です。

●「ふじのくに美しく品格のある邑づくり」連合とは
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三島箱根西麓地区

二子湧水の里

森町南部

そばの里づくり
佐久間

　
日
本
一
高
い
富
士
山
や
日
本
一
深
い

駿
河
湾
な
ど
、
変
化
に
富
ん
だ
地
形
と

清
ら
か
な
水
に
恵
ま
れ
た
静
岡
県
は
、

農
作
物
や
水
産
物
の
品
目
数
に
お
い
て

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
こ
の
豊
か
な
食

材
を
生
産
す
る
県
内
の
農
山
漁
村
に

は
、
棚
田
や
茶
畑
と
い
っ
た
美
し
い
風
景

に
加
え
て
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
文
化
や

伝
統
が
息
づ
く
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
「
宝

（
資
源
）」
が
あ
り
ま
す
。

　　
「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る

邑
」
と
は
、
地
域
の
宝
を
大
切
に
思
い
、

そ
れ
を
守
り
、
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
こ

う
と
す
る
人
々
が
集
ま
っ
て
、真
摯
に

活
動
を
行
う
理
想
の
農
山
漁
村
と
し
て

「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る
邑

づ
く
り
」
連
合
が
認
定
し
た
地
域
（
邑
）

で
す
。
平
成
24
年
度
に
県
内
35
市
町
の

45
地
域
が
認
定
さ
れ
た
の
を
皮
切
り

に
、
毎
年
登
録
数
が
増
え
続
け
、
平
成

27
年
9
月
現
在
で
100
地
域
が
名
を
連
ね

て
い
ま
す
。

　　
「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る

邑
」
は
、
深
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
山
間
地

の
集
落
か
ら
、
周
囲
が
市
街
地
化
さ
れ

た
農
園
ま
で
、
そ
の
個
性
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

　
周
辺
環
境
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
規
模

の
大
小
、
文
化
や
歴
史
、
特
産
品
や
名
物

な
ど
、
100
の
地
域
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴

が
あ
り
、県
全
域
で
多
彩
で
多
様
な
魅
力

を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　　
ま
た
、そ
こ
で
活
躍
す
る
人
々
も
魅
力

的
で
す
。
自
分
た
ち
の
地
域
を
愛
し
、
活

動
に
誇
り
を
持
つ
人
た
ち
の
自
信
に
満

ち
た
姿
は
、
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
、
忘
れ

ら
れ
な
い
「
美
し
い
思
い
出
」
と
な
る
は

ず
で
す
。

　　
「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る

邑
」
の
詳
し
い
情
報
は
連
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
魅
力
的
な
場
所
、

地
域
の
特
産
品
、
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ま
ず
は
気
に
な
る
邑
を
訪
ね
て
み
ま

し
ょ
う
。

ふ
じ
の
く
に

美
し
く
品
格
の
あ
る

邑
っ
て
?

む 

ら

平成27年9月、新たに   　　の邑が登録されました
00＝新登録16邑
＝記事掲載頁
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大切なものは
全部、
邑にあった！

下大沢（下田市）
加増野（下田市）
大賀茂（下田市）
大川（東伊豆町）
上佐ヶ野わくわくの里（河津町）
伊豆見高入谷高原（河津町）
日野 元気な百姓達の里（南伊豆町）
伊浜地区（南伊豆町）
石部赤根田村百笑の里（松崎町）
中（西伊豆町）
日本一のだいだいの里「多賀」（熱海市）
十足（伊東市）
伊豆月ヶ瀬梅の里（伊豆市）
桂流コシヒカリのふる里（伊豆市）
いずのやね茅野（伊豆市）
韮山多田（伊豆の国市）
韮山金谷（伊豆の国市）
浮橋（伊豆の国市）
丹那（函南町）

01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

寿太郎みかんのふるさと 西浦（沼津市）
戸田（沼津市）
浮島（沼津市）
三島箱根西麓地区（三島市）
西澤水系（御殿場市）
沼田ロマンチック街道（御殿場市）
二子湧水の里（御殿場市）
パノラマ遊花の里（裾野市）
久米田（清水町）
上長窪地区（長泉町）
所領（小山町）
金太郎産湯の里湯船（小山町）
柚野の里（富士宮市）
白糸の里（富士宮市）

20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33

南条の里（富士宮市）
岩本山とかりがね堤を守る邑（富士市）
富士山のふもとの郷を守る邑（富士市）

34
35
36

原・新丹谷（静岡市）
有東木（静岡市）
清沢（静岡市）
大沢地区（静岡市）
奥藁科・大川（静岡市）
清水区西里（静岡市）
水見色（静岡市）
奥長島〈足久保〉（静岡市）
布沢（静岡市）
大代（静岡市）
神座鵜網（島田市）
越地（島田市）
湯日（島田市）
抜里（島田市）
ささま（島田市）
中の島（焼津市）
西島（焼津市）
殿（藤枝市） 
本郷（藤枝市）
岡部本郷（藤枝市）
葉梨山水会（藤枝市）
菅山原（牧之原市）
坂部（牧之原市） 
吉田たんぼ（吉田町）
徳山（川根本町）
池の谷・閑蔵（川根本町） 
地名（川根本町）
けっこい瀬平（川根本町）

37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64

とんぼの里 岩井（磐田市） 
田原地区（磐田市）
茶文字の里  東山（掛川市）
高天神の里（掛川市）
東山口・西山口（掛川市）
掛川天守をのぞむ里（掛川市）
源氏とひまわりの里（袋井市）
諸井里山の会（袋井市）
とうもんの里（掛川市・袋井市・磐田市）
カカシ祭りの里  新野（御前崎市）
朝比奈（御前崎市）
千框の棚田（菊川市）
嶺田用水の里（菊川市）
森町南部（森町）
天方（森町） 
一の宮の里（森町）
地域いきいき共生！
恩地町環境みどり会（浜松市）
和地ふるさと会（浜松市）
夢未来くんま（浜松市）
銅鐸と水田のふるさと中川（浜松市）
大好き渋川（浜松市）
三ヶ日みかんの里（浜松市）
中郡地区（浜松市）
中ノ町地区（浜松市）
村櫛地区（浜松市）
大塚地区（浜松市）
都田地区（浜松市） 
～竜ヶ石山～西四村の里（浜松市） 
いっぷく処 横川（浜松市） 
そばの里づくり佐久間（浜松市）
はるの山の楽校（浜松市）
ほっと龍山（浜松市）
ひずるしい鎮玉（浜松市）
らびりんすゆうとう（浜松市）
新所水とみどりのプロジェクト（湖西市）

66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82

83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100 敷地村（磐田市）65

◇西部地域

◇伊豆地域

◇東部地域

◇中部地域

表紙／浮橋（伊豆の国市）で
は「浮橋まちづくり実行委員
会」が中心となり、地場産品
にこだわった生産活動に取り
組んでいます。1月には地元
幼稚園児たちが麦踏みを体
験しました。収穫した小麦は
「浮橋うどん」などの特産品と
して商品化しています。
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日
本
一
高
い
富
士
山
や
日
本
一
深
い

駿
河
湾
な
ど
、
変
化
に
富
ん
だ
地
形
と

清
ら
か
な
水
に
恵
ま
れ
た
静
岡
県
は
、

農
作
物
や
水
産
物
の
品
目
数
に
お
い
て

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
こ
の
豊
か
な
食

材
を
生
産
す
る
県
内
の
農
山
漁
村
に

は
、
棚
田
や
茶
畑
と
い
っ
た
美
し
い
風
景

に
加
え
て
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
文
化
や

伝
統
が
息
づ
く
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
「
宝

（
資
源
）」
が
あ
り
ま
す
。

　　
「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る

邑
」
と
は
、
地
域
の
宝
を
大
切
に
思
い
、

そ
れ
を
守
り
、
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
こ

う
と
す
る
人
々
が
集
ま
っ
て
、真
摯
に

活
動
を
行
う
理
想
の
農
山
漁
村
と
し
て

「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る
邑

づ
く
り
」
連
合
が
認
定
し
た
地
域
（
邑
）

で
す
。
平
成
24
年
度
に
県
内
35
市
町
の

45
地
域
が
認
定
さ
れ
た
の
を
皮
切
り

に
、
毎
年
登
録
数
が
増
え
続
け
、
平
成

27
年
9
月
現
在
で
100
地
域
が
名
を
連
ね

て
い
ま
す
。

　　
「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る

邑
」
は
、
深
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
山
間
地

の
集
落
か
ら
、
周
囲
が
市
街
地
化
さ
れ

た
農
園
ま
で
、
そ
の
個
性
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

　
周
辺
環
境
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
規
模

の
大
小
、
文
化
や
歴
史
、
特
産
品
や
名
物

な
ど
、
100
の
地
域
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴

が
あ
り
、県
全
域
で
多
彩
で
多
様
な
魅
力

を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　　
ま
た
、そ
こ
で
活
躍
す
る
人
々
も
魅
力

的
で
す
。
自
分
た
ち
の
地
域
を
愛
し
、
活

動
に
誇
り
を
持
つ
人
た
ち
の
自
信
に
満

ち
た
姿
は
、
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
、
忘
れ

ら
れ
な
い
「
美
し
い
思
い
出
」
と
な
る
は

ず
で
す
。

　　
「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品
格
の
あ
る

邑
」
の
詳
し
い
情
報
は
連
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
魅
力
的
な
場
所
、

地
域
の
特
産
品
、
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ま
ず
は
気
に
な
る
邑
を
訪
ね
て
み
ま

し
ょ
う
。

奥藁科・大川（静岡市葵区）／雪景色の大川地区
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全
部
、邑
に
あ
っ
た
！

大
切
な
も
の
は

本
当
に
大
切
な
も
の
っ
て
、な
に
？ 

豊
か
な
自
然
、美
味
し
い
食
べ
物
。

家
族
、友
だ
ち
、仲
間
た
ち
。 

夢
や
希
望
、そ
し
て
た
く
さ
ん
の
笑
顔
。

大
切
な
も
の
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
…
。

「
邑
」に
は
大
切
な
も
の
が
、

本
当
に
全
部
あ
る
ん
で
す
。

特
集

地域の幼稚園児と田植え。
作業中に水棲動物を見つ
けて大はしゃぎ。これをきっ
かけに自然に興味を抱く
子どもも多いそうです

地域の幼稚園児と芋
掘り。このほかにもトウ
モロコシの収穫など、
さまざまな農業体験を
実施しています

むらのおと  03



　
周
智
郡
森
町
一
宮
は
1
4
0
0
年
以

上
の
歴
史
を
持
つ
小
國
神
社
の
お
膝

元
。
周
辺
に
は
里
山
風
景
が
今
な
お
残

り
、
豊
か
な
自
然
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
美
し
い
里
山
を
次
代
へ
語

り
継
ご
う
と
「
一
宮
の
水
と
環
境
を
守

る
会
」
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
同
会
が
発
足
し
た
の
は
平
成
20
年
。

き
っ
か
け
は
農
家
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
に
よ
っ
て
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て

し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。「
こ
の
ま
ま
で
は

地
域
の
農
業
が
す
た
れ
て
し
ま
う
」
と

地
元
の
有
志
が
立
ち
上
が
り
、
水
に
ま

つ
わ
る
環
境
整
備
を
始
め
ま
し
た
。
当

初
は
水
路
の
補
修
や
用
水
路
の
点
検

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
水
棲
生
物
の
調

査
や
ア
マ
ゴ
の
放
流
を
行
う
な
ど
、
活

動
は
地
域
の
老
若
男
女
を
巻
き
込
む

形
に
発
展
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
耕
作

放
棄
地
を
復
元
し
た
貸
し
農
園
、
地

域
で
収
穫
さ
れ
る
「
一
宮
米
」
の
ブ
ラ

ン
ド
化
、
講
師
を
招
い
て
開
催
す
る
環

境
教
育
な
ど
、
活
動
の
輪
は
年
を
追

う
ご
と
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
同
会
の
役
員
は
現
在
36
人
で
す
が
、

農
地
・
農
道
の
草
刈
り
や
環
境
美
化

活
動
な
ど
は
地
域
住
民
総
出
で
行
っ

て
い
ま
す
。
同
会
の
会
長
を
務
め
る
榊

原
淑
友
さ
ん
は
語
り
ま
す
。「
活
動
を

始
め
て
7
年
目
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち

の
目
が
輝
い
て
き
た
こ
と
が
は
っ
き
り

分
か
り
ま
す
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
が

大
人
に
な
っ
て
、
一
の
宮
に
誇
り
を

持
っ
て
く
れ
た
ら
、
こ
の
素
晴
ら
し
い

夢
と
生
き
甲
斐
を

育
て
る
活
動

水
を
守
り
、里
山
を
語
り
、

人
の
輪
を
育
て
る
邑
づ
く
り

周智郡森町一宮

一の宮の里
いちのみやのさと

81
邑番号

●車／新東名高速森掛川ICから県道40号線を
経て天竜浜名湖線・遠江一宮駅方面へ約10分 
●電車／天竜浜名湖線・遠江一宮駅からすぐ

里
山
を
次
代
へ
語
り
継
ぐ
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
」

　
同
会
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
子
ど
も

と
お
年
寄
り
の
交
流
も
進
ん
で
い
ま

す
。
子
ど
も
の
目
を
輝
か
せ
、
お
年
寄

り
の
生
き
甲
斐
も
生
ん
で
い
る
同
会
の

活
動
は
、
豊
か
な
里
山
を
守
る
だ
け
で

な
く
、
美
し
い
人
の
輪
を
育
む
原
動
力

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

1.農業用水の泥上げ作
業の様子。骨の折れる
仕事ですが、優れた農作
物を作る宝の水を守るた
めには欠かせません。

1

23

2.トウモロコシの収穫をする子どもたち。同会の活動は
年代の異なる人たちをつなげる役目も果たしています。
3.耕作放棄地を復元して貸し農園「一宮ふれあい農
園」を創設。農機具などの貸し出しも行っています。
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新
東
名
浜
北
イ
ン
タ
ー
で
降
り

て
、
雄
大
な
天
竜
川
を
臨
む
川
沿
い
の

国
道
１
５
2
号
線
を
、
上
流
へ
と
向

か
っ
て
北
上
す
る
こ
と
一
時
間
。
佐
久

間
ダ
ム
で
知
ら
れ
る
天
竜
区
佐
久
間

町
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
山
香
、
城

西
、
浦
川
、
佐
久
間
の
４
つ
の
地
域
が

合
併
し
て
で
き
た
広
大
な
敷
地
を
誇

る
こ
の
邑
に
は
、
約
４
０
０
０
人
の

人
々
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
驚
く
の

は
、
そ
れ
だ
け
の
大
所
帯
で
あ
り
な
が

ら
、
全
国
で
４
番
目
と
な
る
全
戸
参

加
型
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
が
ん
ば
ら
ま
い

か
佐
久
間
」
を
、
邑
人
た
ち
が
一
致
団

結
し
て
運
営
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
事

務
局
長
の
河
村
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と〝
ミ
ニ
役
場
〞
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
」

　

そ
の
言
葉
ど
お
り
、
同
法
人
に
は

様
々
な
委
員
会
が
あ
り
、
邑
人
た
ち

が
住
み
よ
い
田
舎
暮
ら
し
を
送
れ
る

よ
う
、
日
々
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
盛
ん
な
動
き
を
見
せ
て

い
る
の
が
、
地
域
お
こ
し
活
動
委
員

会
が
行
う〝
そ
ば
〞を
使
っ
た
邑
づ
く

り
活
動
。
佐
久
間
で
は
都
市
部
と
の
交

流
を
図
ろ
う
と
、
外
部
の
人
と
一
緒
に

な
っ
て
そ
ば
づ
く
り
を
行
う
「
そ
ば
の

パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
」
を
実
施
。
平
成
22

年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
取
り
組
み
は
、

年
々
参
加
者
を
増
や
し
、
現
在
で
は
９

組
70
名
、
浜
松
市
内
だ
け
で
な
く
名

古
屋
や
横
浜
か
ら
参
加
す
る
人
も
い

ま
す
。
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
年
７
回

の
自
由
参
加
制
度
を
取
っ
て
お
り
、
そ

ば
を
育
て
る
楽
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
家

族
や
友
人
同
士
で
も
参
加
で
き
る
と

あ
っ
て
、
一
度
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
は

ほ
と
ん
ど
翌
年
も
参
加
す
る
そ
う
で

す
。

　

も
う
一
つ
の
活
動
の
目
玉
は
、
毎
年

１
月
の
「
新
そ
ば
ま
つ
り
」
。
福
島
な
ど

県
内
外
か
ら
複
数
の
団
体
が
参
加
す
る

こ
の
祭
り
は
、
各
地
の
そ
ば
の
食
べ
比

べ
や
そ
ば
打
ち
体
験
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
、
そ
ば
三
昧
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
。

普
段
は
静
か
な
邑
も
、
こ
の
と
き
ば
か

り
は
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

天
竜
の
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
佐
久

間
で
は
、
毎
年
そ
ば
を
通
し
て
、
都
市

部
の
人
々
と
の
き
ず
な
が
多
く
築
か
れ

て
い
ま
す
。

特
集

邑
人
と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
協
力
で

そ
ば
の
花
が
天
竜
に
咲
く

そ
ば
の

パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
で
交
流

●車／新東名高速浜北ICから60分 
●電車／ＪＲ飯田線佐久間駅下車
（豊橋駅から２時間）

浜松市天竜区佐久間町

そばの里づくり
佐久間
そばのさとづくり さくま

95
邑番号

そば特集

新そばまつりには、毎

年二日間で7000人前

後もの人が訪れます。

平成28年は１月16日

（土）・17日（日）

1

2

3

4

5

6

1.パートナーと育て
るそばの畑。初夏に
は美しいそばの花で彩
られ、鑑賞会も行われま
す。　2.そばの収穫は
11月ごろ。自分で種まき
したそばの収穫は、喜びも
ひとしお。　3.収穫したそ
ばを天日干しにする「はざ掛
け」は、秋から冬にかけての
邑の風物詩。　4.そばのパー
トナー制度利用者の皆さん。ほ
とんどの方が毎年参加していま
す。　5/6.収穫したそばは皆で
製粉、そば打ちを行い、試食しま
す。一年で一番うれしい瞬間です。
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伊
豆
の
国
か
ら
伊
東
へ
抜
け
る
宇
佐

美
大
仁
道
路
を
亀
石
峠
の
少
し
手
前
で

脇
道
に
入
っ
て
い
く
と
、
山
間
に
開
け

た
長
閑
な
平
野
が
現
れ
ま
す
。
そ
こ
が

浮
橋
地
区
。
標
高
約
２
７
０
ｍ
の
盆
地

帯
で
は
、
昔
か
ら
米
が
少
な
い
時
に
は

蕎
麦
を
作
り
、
各
家
庭
で
食
べ
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
栽
培
農
家
も
30
軒

ほ
ど
に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
毎
年
12

月
に
は
地
区
を
挙
げ
て
「
そ
ば
の
里
祭

り
」
を
開
催
。
今
年
で
21
回
目
を
数
え

る
暮
の
風
物
詩
は
、
外
部
に
ほ
と
ん
ど

出
回
ら
な
い
こ
と
か
ら
「
幻
の
蕎
麦
」
と

呼
ば
れ
る
美
味
を
求
め
て
、
２
０
０
０

食
が
約
２
時
間
で
完
売
し
て
し
ま
う
ほ

毎年8月から11月末にわたって行われる
「蕎麦作り体験イベント」。1グループ
15,000円で、種まき、刈り取り（写真
左）、脱穀、蕎麦打ち教室の4つの作業
体験ができます。一番の楽しみは蕎麦打
ち教室。ここでは二八で打ちますが、つな
ぎの小麦粉も浮橋産です。

もともと蕎麦は自家
消費用に栽培され
てきたため、外部の
人たちが味わえるの
は、12月に行われる
「浮橋そばの里祭
り」のみ。まさに「幻
の蕎麦」です。

ど
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
ん
な
名
物
イ
ベ
ン
ト
を
抱

え
る
里
で
も
、
少
子
高
齢
化
は
大
き
な

問
題
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
愛
す
る
地
元
の
活
性
化
を
願
う
有

志
た
ち
が
、
平
成
24
年
３
月
、「
浮
橋
ま

ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
」
を
設
立
。
ま

ず
は
外
部
の
人
た
ち
に
邑
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、「
気
軽
に
遊
び
に
行
け
る
田

舎
」
を
掲
げ
て
、
ホ
タ
ル
鑑
賞
会
や
ク
ワ

ガ
タ
・
カ
ブ
ト
ム
シ
採
集
、
遊
休
農
地
を

利
用
し
た
蕎
麦
作
り
な
ど
、
邑
の
資
源

を
生
か
し
た
田
舎
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開

始
。
新
聞
社
を
は
じ
め
メ
デ
ィ
ア
へ
の
こ

ま
め
な
情
報
発
信
に
よ
っ
て
認
知
度
を

高
め
て
き
た
催
し
は
、
東
京
か
ら
の
参

加
者
も
あ
る
ほ
ど
好
評
で
す
。

　

一
方
で
、
最
終
目
標
を
地
場
産
品
の
６

次
産
業
化
に
置
く
実
行
委
員
会
で
は
、

収
穫
の
機
械
化
が
難
し
く
、
増
産
で
き

な
い
蕎
麦
に
代
わ
り
、
近
年
は
小
麦
栽

培
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
地

産
小
麦
１
０
０
％
使
用
の
う
ど
ん
と
そ

う
め
ん
は
商
品
化
さ
れ
、
浮
橋
う
ど
ん

は
「
伊
豆
の
国
反
射
炉
ブ
ラ
ン
ド
」
認
定

品
に
。
今
後
、
地
場
産
小
麦
を
使
用
し
、

新
た
な
特
産
品
の
開
発
を
検
討
。
浮
橋

に
し
か
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
誕
生
の

先
に
、
邑
の
明
る
い
未
来
が
見
え
る
よ

う
で
す
。

●車／東名高速沼津ICまたは新東
名高速長泉沼津ICから約60分 
●電車・バス／伊豆箱根鉄道 修善
寺駅または大仁駅前バス停から東
海バス「亀石峠」行き乗車、「浮
橋」下車

伊豆の国市浮橋

浮橋
うきはし

18
邑番号

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
イ
ベ
ン
ト
で

「
気
軽
に
遊
び
に
行
け
る
田
舎
」を
ア
ピ
ー
ル

そば特集

「
蕎
麦
の
里
」か
ら

地
場
小
麦
の

6
次
産
業
化
に
挑
戦
！

1. 6月にはホタル鑑賞会と合わせ
て、地場産そうめんを使った流しそう
めん大会も開催。
2.夏休みには「クワガタ・カブトムシ
取り体験」を実施。早朝5時の集合
でも、子どもたちは大喜び！

1

34

2

「よい
しょ、
よいし

ょ」と
、

地元
の幼

稚園
児た
ち

は麦
踏み
を体
験。ま

ず

は地
域に
発信
し、浸

透

させる
ことが

大切
です

3.邑の奥地にある「浮橋市民の森」は、自然と親しめる家族連れにオススメのスポット。　4.実行委
員会の畑では、蕎麦の収穫後は小麦を栽培。今年は地元中学生が麦刈りを体験し、12月の文化
祭でその小麦粉で作ったパンなどを販売、売り上げを東日本大震災の被災者に寄付するそうです。
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8

　

春
夏
秋
冬
、
美
し
く
姿
を
変
え
る

山
間
の
景
観
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、一

年
を
通
し
て
季
節
ご
と
の
多
様
な
催

し
を
活
発
に
行
う
、
小
さ
い
な
が
ら
も

元
気
な
邑
。
そ
れ
が
、
浜
松
市
北
区
引

佐
町
に
あ
る
渋
川
で
す
。

　

渋
川
の
一
年
は
、
国
指
定
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
で
あ
る
正
月
の
伝
統
行

事
「
寺
野
ひ
よ
ん
ど
り
」
で
幕
を
開
け

ま
す
。
寺
野
の
舞
は
「
五
方
に
舞
う
」

の
が
特
徴
で
、
正
面
二
回
を
含
め

「
右
」「
左
」「
右
」
と
回
転
す
る
の
が

基
本
で
、
第
十
三
番
ま
で
あ
り
ま
す
。

中
で
も
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
鬼
の
舞
は

圧
巻
で
、
豪
快
に
し
て
厳
粛
な
雰
囲
気

が
見
る
者
の
目
を
釘
付
け
に
し
、
胸
を

打
ち
ま
す
。
浜
松
城
が
築
城
さ
れ
た

元
亀
元
年
（
１
５
７
０
年
）
か
ら
４
０

０
年
以
上
続
く
と
伝
え
ら
れ
る
、
歴
史

的
に
大
変
貴
重
な
祭
礼
で
す
。

　

暖
か
く
な
る
５
月
の
中
旬
頃
か
ら

は
、
県
指
定
天
然
記
念
物 〝
シ
ブ
カ
ワ

ツ
ツ
ジ
〞を
愛
で
る
「
渋
川
つ
つ
じ
祭

り
」
が
２
週
間
ほ
ど
開
か
れ
ま
す
。
他

に
も
夏
は
ア
ユ
の
掴
み
取
り
、
秋
は
シ

イ
タ
ケ
狩
り
と
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押

●車／東名高速浜松いなさイン
ターから15分 　
●電車・バス／ＪＲ浜松駅バスター
ミナル15番乗り場「渋川行き」バス
１００分→渋川下車徒歩15分

浜松市北区引佐町渋川

大好き渋川
だいすきしぶかわ

し
。
冬
に
訪
れ
れ
ば
、
し
し
鍋
を
食
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
運
営
し
て

い
る
の
が
「
N
P
O
法
人
大
好
き
渋
川
」

の
皆
さ
ん
。
同
会
が
運
営
す
る
キ
ャ
ン
プ

場
「
て
ん
て
ん
ゴ
ー
し
ぶ
川
」
は
、
バ
ン

ガ
ロ
ー
だ
け
で
な
く
、
大
人
数
で
宿
泊
で

き
る
快
適
な
コ
テ
ー
ジ
も
あ
る
の
で
、
季

節
を
問
わ
ず
楽
し
め
そ
う
で
す
。
満
天
の

星
空
の
下
で
過
ご
す
一
夜
に
、
利
用
者
は

皆
、
笑
顔
で
帰
っ
て
行
く
と
い
い
ま
す
。

　

自
然
や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
、
大

切
な
も
の
に
気
付
か
せ
て
く
れ
る
渋
川
。

2
0
1
7
年
の
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
が

「
女
城
主
直
虎
」
に
決
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、
浜
松
市
で
は
、
ゆ
か
り
の
強
い
井
伊

谷
を
中
心
に
、
そ
の
対
応
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
当
地
渋
川
は
、
井
伊
谷
か
ら
約
15

㎞
北
に
あ
り
、
直
虎
の
許
嫁
、
亀
之
丞

（
元
服
し
て
直
親
）
が
、
信
州
に
身
を
隠

す
際
に
立
ち
寄
っ
た
お
寺
や
お
墓
が
あ

る
な
ど
井
伊
家
ゆ
か
り
の
地
で
す
。

　

次
は
ど
ん
な
催
し
を
開
い
て
く
れ
る

の
か
、
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

大
切
な
も
の
に
対
す
る

気
づ
き

1

2

小
さ
く
も
元
気
な
邑
で
学
ぶ

貴
重
な
文
化
と
自
然
の
醍
醐
味

86
邑番号

特
集

1.春になると、シブカワツツジが邑を美し
く彩ります。咲き方や花びらに特徴のあ
る貴重な植物です。５月に行われるつつ
じまつりでは、地元のお茶が振舞われる
ほか、趣向を凝らした催しも。
2/3.てんてんゴーしぶ川のバンガロー。
夏休みには利用客がたくさん訪れます
4.てんてんゴーしぶ川のコテージ。風
呂、トイレ、キッチン完備。庭にはバー
ベキュースペースがあります。
5.「てんてんのひな祭り」の様子。

6.都会で育った子供にとっては、
シイタケ狩りも貴重な体験。収
穫後は食事会が開かれます。
7/8.夏に行われるアユの
掴み取り。大人も子供も
楽しめる人気のイベント
です。掴み取りしたア
ユは塩焼きに。

7

6

5

4
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御
殿
場
市
の
南
東
部
に
位
置
す
る
二

子
地
区
は
、
古
く
か
ら
富
士
山
の
恵
み
を

受
け
た
湧
水
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
純

朴
な
農
村
地
帯
で
す
。
そ
の
源
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
不
動
池
と
水
神
池
と
い
う
２

つ
の
湧
水
池
。
日
量
に
し
て
約
２
万
ト
ン

も
湧
き
出
る
霊
峰
の
伏
流
水
は
、
20
h
a

以
上
あ
る
田
畑
を
潤
し
、
良
質
の
米
を

産
出
し
て
き
ま
し
た
。
加
え
て
80
年
ほ
ど

前
か
ら
は
、
年
間
温
度
が
12
℃
前
後
で

変
わ
ら
な
い
湧
水
の
特
徴
を
生
か
し
、
冬

季
の
裏
作
と
し
て
水
か
け
菜
の
栽
培
も

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
、
邑
中
を
め
ぐ
る
水
路
の
総
距
離

は
約
７
㎞
。
そ
の
半
分
弱
が
隧
道
で

す
。
江
戸
時
代
に
先
人
た
ち
が
築
き
上

げ
た
財
産
は
防
災
面
で
も
有
効
。
だ
か

ら
、
毎
年
２
回
行
う
河
川
清
掃
に
は
、

非
農
業
者
も
含
め
た
全
戸
が
参
加
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
邑
人
全
員
が
湧
水
の
恩

恵
と
先
人
の
功
績
を
尊
び
、
感
謝
し
て

い
る
証
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
邑
で
は
、
さ
ら
な
る
自
然
環

境
の
保
全
と
地
域
活
性
化
を
目
指
し
、

全
区
民
が
会
員
と
な
る
「
二
子
湧
水
保

存
会
」
を
発
足
。
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成
25
年
か
ら
毎
年

２
月
下
旬
〜
３
月
上
旬
に
、「
二
子
湧

水
感
謝
祭
」
を
開
催
。
そ
れ
に
合
わ
せ

て
、
水
か
け
菜
栽
培
の
オ
ー
ナ
ー
制
度

を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、一
般
の
人

が
５
ｍ
区
画
ほ
ど
ず
つ
畝
の
所
有
者
に

な
り
、
収
穫
の
み
を
行
う
と
い
う
も
の

で
す
。
ま
た
、
地
元
小
学
生
の
総
合
学

習
の
一
環
と
し
て
、
湧
水
の
勉
強
と
水

水
か
け
菜
畑
の

オ
ー
ナ
ー
制
な
ど

新
事
業
に
も
積
極
的
に
着
手

神
聖
な
湧
水
の
恩
恵
に
感
謝
し
、

自
然
と
共
生
し
た
邑
づ
く
り

●車／東名高速御殿場ICまたは裾野ICから約10分 
●電車／JR富士岡駅から徒歩約15分

御殿場市二子

二子湧水の里
ふたごゆうすいのさと

26
邑番号

か
け
菜
の
摘
み
取
り
体
験
も
実
施
、
次

世
代
に
邑
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
背
後
に
控
え
る
箱
根
外
輪

山
の
林
道
に
イ
チ
ョ
ウ
並
木
の
ハ
イ
キ

ン
グ
道
を
整
備
し
、
銀
杏
の
特
産
化
も

目
指
し
た
り
、
湧
水
を
利
用
し
た
小
水

力
発
電
を
計
画
し
た
り
…
。
新
事
業
へ

の
挑
戦
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
大
自
然

を
敬
い
、
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
共
生
す

る
美
し
い
邑
へ
―
―
彼
ら
の
夢
は
膨
ら

む
ば
か
り
で
す
。

1.真冬でも緑の葉が瑞 し々い水かけ菜が育つのは、
温度が一定の湧水があるからこそ。元は水稲の緑肥と
して植えられていたという作物は、春には摘み残した芽
が黄色い花を咲かせ、やがては豊穣な土を作ります。
2/3.それぞれ不動尊と水神宮を祀り、邑人の手で大
切に守られてきた２つの湧水池。汲み取り自由のため、
特に不動池は連日多くの人たちが訪れます（マナーは
わきまえましょう）。
4.地元富士岡小4年生による水かけ菜の摘み取り体
験。作業後には子どもたちが保存会に作文を書いて
贈るなど、心触れ合う交流も魅力です。

湧水の恵みと水路を築いた先人の
功績に感謝するために始まった
「二子湧水感謝祭」。地元特産品
の販売や水かけ菜料理の提供、お
囃子演奏などでにぎわいます。

二子湧水保存会の皆さん。左から事
務局長の渡邊和夫さん、副会長の瀬
戸利満さん、会長の持麾幸雄さん、
二子区長でもある都平進さん

昨年から水質浄化にも役
立つというマコモダケの
栽培も開始。皮をむいた
白い茎の部分は驚くほど
甘く、生でも炒めても天ぷ
らにしても美味。

邑には古くからの農家地域と
30～40年前にできた新興住
宅地がありますが、環境美化
活動には全戸が参加。美しく
保たれた水路や川には、アマ
ゴも放流されています。

4
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「
圃
場
整
備
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、

今
頃
は
み
ん
な
耕
作
放
棄
地
に
な
っ
て

い
た
だ
ろ
う
な
…
」
。
今
年
93
歳
に
な

る
渡
邊
勝
さ
ん
は
、
緩
や
か
な
傾
斜
地

に
整
然
と
広
が
る
棚
田
を
眺
め
な
が

ら
、
感
慨
深
げ
に
語
り
ま
す
。

　
富
士
山
の
西
麓
、
世
界
遺
産
の
名
瀑

を
擁
す
る
白
糸
地
区
は
、
古
く
か
ら
霊

峰
と
天
子
ヶ
岳
の
伏
流
水
で
育
ま
れ
て

き
た
豊
か
な
田
園
の
里
。
現
在
は
、
活

動
母
体
「
白
糸
の
里
」
が
総
括
し
て
よ

り
良
い
邑
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
全
て
の
起
点
は
、
昭
和
62
年
に

始
ま
っ
た
大
規
模
な
水
田
圃
場
整
備
で

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
牛
馬
も
入
れ
な
い

ほ
ど
小
さ
な
千
枚
田
だ
っ
た
地
帯
は
、

約
20
年
か
け
て
機
械
化
が
可
能
な
農
地

へ
改
良
。
美
し
い
碁
盤
状
に
蘇
っ
た
田

園
は
「
平
成
棚
田
」
と
命
名
さ
れ
、
白
糸

コ
シ
ヒ
カ
リ
と
し
て
銘
柄
化
が
進
み
、
米

の
収
穫
量
は
約
50
％
増
、
裏
作
で
水
か

け
菜
の
栽
培
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
室
町
時
代
に
用
水

路
と
し
て
手
掘
り
さ
れ
た
と
い
う
原
川

も
改
修
。
当
初
は
味
気
な
い
三
面
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
予
定
を
皆
が
結
束
し
て
情

緒
あ
る
石
積
護
岸
に
変
え
、
親
水
公
園

も
設
置
。
富
士
を
背
に
河
津
桜
や
ア
ジ

サ
イ
な
ど
の
花
々
が
彩
る
川
辺
は
、
ま

さ
に
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　
さ
ら
に
、
３
０
０
年
超
の
歴
史
を
持

つ
文
殊
堂
の
夏
祭
り
を
手
筒
花
火
で
盛

大
な
祭
典
に
進
化
さ
せ
た
り
、
三
椏
（
み

つ
ま
た
）
和
紙
の
復
活
に
向
け
、
今
年
度

導
入
予
定
の
紙
漉
き
機
を
用
い
て
、
邑

で
生
産
・
製
造
し
た
和
紙
を
地
元
の
小

学
校
の
卒
業
証
書
に
使
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
な
ど
、
邑
の
伝
統
文
化
継
承
に

も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
今
秋
、
長
い
年
月
と
労
力
を
か
け
て

生
ま
れ
変
わ
っ
た
里
を
め
ぐ
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
、「
新
日
本
歩
く
道
紀

行
ふ
る
さ
と
の
道
１
０
０
選
」
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
四
季
で
変
容
す
る
田
園
と

大
沢
崩
れ
も
雄
壮
な
富
士
山
の
景
色

は
、
歩
い
て
い
る
だ
け
で
心
を
癒
し
て
く

れ
ま
す
。
ま
さ
に
こ
こ
は
、
邑
全
体
が
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
、
中
山
間
地
農
村

の
理
想
郷
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
然・文
化・

歴
史
遺
産
に
満
ち
た

歩
き
た
く
な
る
癒
し
の
里

圃
場
整
備
が
生
ん
だ

平
成
棚
田
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

5.「平成棚田ノルディック
ウォーキングコース」にもなっ
ている原川親水公園は、富士
山の絶景スポット。特に梅や
河津桜が咲き誇る春先がオス
スメです。　6/7.邑には世界
遺産の「白糸の滝」をはじめ、
「駒止の桜」や「音止の滝」、
「工藤祐経の墓」など史跡・名
所がたくさん。

8.毎年8月19日の文殊祭典で
は、手筒花火が勇壮に夜空を彩
り、子どもたちも小さな花火で盛り
上げます。　9.遊休耕地で栽培
した三椏。　10.風情ある石積
護岸の原川では、毎年夏にマス
釣り大会も開催！ 親子連れでに
ぎわいます。

特
集

●車／東名高速富士ICまたは新東名
高速新富士ICから約35分 
●JR富士宮駅から富士急静岡バス
「白糸滝」行き乗車、「白糸の滝」下車

富士宮市原

白糸の里
しらいとのさと

33
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1/2.国や県・市の補助を受け、約20年かけて完成した「平
成棚田」。この大規模圃場整備は、農業の振興だけでなく
農村の景観づくりにもつながりました。近代的農業基盤の
完成は、中山間地農業の素晴らしい見本になるでしょう。　
3.「白糸の里」の皆さん。左から宇居邦明さん、笠井軍二さ
ん、代表の渡邊勝さん、酒井良則さん。「他地域の人が見れ
ば芝川も原川も『きれいな水』と言われますが、今後は昔の
ようにどこでも芝川のりが採れるような川に再生するのも課
題」と酒井さんと笠井さん。　4.美しい農村環境を保つた
め、草刈りや河川掃除に精を出す邑人たち。

5
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郷土に対する愛情が溢れる
「美しく品格のある邑」の
キーパーソンに、
今後の夢や目標を語ってもらいました

「ここにしかない！」という
商品を作り出したい

旧大仁町浮橋出身。税理士事務所を経営する傍ら、
現在は浮橋地区の区長、まちづくり実行委員長とし
て、広報活動にも積極的に取り組む。

今後は、地産小麦の商品化を何とか
ベースに乗せていくのが目標。それに
は、うどんにしろケーキにしろ、「ここ
にしかない！」というものを考えていき
たいです。また、地場のそばやうどんに
昔からある田舎の食べ物などを加えた
メニューを提供する店なども、展開でき
るといいですね。

湧水と先人が築いた水路を
守っていくのが我 の々義務
二子地区は人口の減少もほとんどなく、兼
業ですが農家の後継ぎも残っています。自
慢の湧水には、今はいろんなところから多
くの人たちが水汲みにやってきますが、環
境を破壊しないようお願いしたいと思いま
す。この湧水と水路を守るのが我々の義務
ですが、今の事業を若手にも引き継いで
いってほしいです。

苦難を乗り越えてきた
からこそ、今がある
今の白糸の里があるのは、すべて水田
の圃場整備が始まり。長い年月の間に
は大変なこともありましたが、懲りずに
取り組んできた賜物を見れば、苦労の
甲斐がありました。今後は、新潟の魚
沼に匹敵するような白糸コシヒカリの銘
柄化と、水かけ菜・三椏栽培を定着さ
せることが命題です。

都会暮らしにはない、
温かさがここにある

お客様の声に
元気をいただいています
貸別荘（コテージ）やキャンプ場の運
営、五平餅販売などのイベントを通し
て、都市の方と楽しく交流しています。
お客様の「ありがとう」とか「おいしかっ
たよ」という言葉に元気をもらっていま
す。これからも田舎の良さや自然の素晴
らしさを発信して、より多くの方に渋川
のファンになっていただき、しあわせま
ちづくりを進めていきたいと思います。

地域の人たちに誇りを
歴史がある。水がきれい、お米がおいし
い、そんな一宮は全国に誇りうる素晴ら
しい里山です。まずはその美しい風景
を多くの人たちに楽しんでもらいたいと
思っています。そして地域の人たちにも
誇りを持ってほしいですね。それが私
の務めであり、目標であり、夢です。

大正11年生まれの93歳。持ち前の統率力で、「い
いな故里は、守ろう原睦み会」、「原営農作業受委
託組合」の代表などを歴任。現在も白糸の里代表
として活躍中。

御殿場市二子地区出身。現在は農業に従事しなが
ら、二子湧水保存会会長として、湧水の保全と新規
事業の開拓に尽力する。

95そばの里づくり佐久間（浜松市）
河村 秀昭さん
定年退職後、夢であった田舎暮らしを実現するた
め、ずっと住み続けた東京を離れ、佐久間に移り
住んだ。がんばらまいか佐久間の事務局長。

「NPO法人大好き渋川」初の女性理事長として、邑の
ＰＲに貢献。一人でも多くの若者に渋川の良さを知っ
てもらおうと、精力的に活動している。

一宮の水と環境を守る会の会長。森町全域の特産
品等を全国へPRした功労者。「森町掃除に学ぶ
会」も主宰する。

ご縁があって佐久間に移り住んできま
したが、とてもこの地を気に入ってい
ます。星空や緑の美しさもありますが、
何より人柄がとても素晴らしい。よそ
者である私を温かく迎え入れてくれな
がら、心地よい距離感も保ってくれて
います。多くの方に訪れていただき、
その良さを知っていただきたいです。

18浮橋（伊豆の国市）
土屋 實さん

26二子湧水の里（御殿場市）
持麾 幸雄さん

33白糸の里（富士宮市）
渡邊 勝さん

81一の宮の里（周智郡森町）
榊原 淑友さん

86大好き渋川（浜松市）
山本 培代さん
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食・自
然・人

全
て
が
揃
っ
た
里
山
へ

　

静
岡
市
葵
区
有
東
木
は
人
口
お
よ
そ

２
０
０
人
、
72
世
帯
が
暮
ら
す
ち
い
さ

な
集
落
で
す
。
実
際
に
訪
れ
て
み
る
と
、

連
な
る
山
々
は
見
上
げ
る
ほ
ど
高
く
、

有
東
木
に
暮
ら
す
方
々
は
と
て
も
大
ら

か
で
、
自
然
と
人
情
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る

魅
力
的
な
場
所
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

わ
さ
び
栽
培
発
祥
の
地
と
し
て
も
有

名
な
有
東
木
。
そ
の
歴
史
は
４
０
０
年

以
上
と
い
わ
れ
、
徳
川
家
康
に
献
上
さ

れ
た
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。
ミ
ネ
ラ
ル

豊
富
な
湧
水
で
育
つ
有
東
木
の
わ
さ
び

は
、
独
特
の
刺
激
が
あ
る
辛
み
と
香
り

高
い
風
味
が
特
徴
。
県
内
外
か
ら
の
フ
ァ

ン
も
多
い
そ
う
で
す
。

　

わ
さ
び
を
栽
培
し
て
30
年
と
い
う
望

月
俊
明
さ
ん
は
、
栽
培
し
た
わ
さ
び
を

全
国
に
出
荷
す
る
ほ
か
、
地
元
の
農
林

産
物
加
工
販
売
所
に
も
卸
し
て
い
ま

す
。「
採
れ
た
て
の
地
物
の
味
を
、
有

東
木
に
来
て
く
れ
た
人
た
ち
に
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
望
月
さ

ん
。
有
東
木
の
農
家
の
方
々
は
、
お
互

い
に
協
力
し
な
が
ら
地
場
産
品
を

使
っ
て
の
料
理
や
作
物
で
お
も
て
な

し
を
し
て
く
れ
ま
す
。
お
客
さ
ん
か
ら

も
、
安
心
で
美
味
し
い
地
物
が
食
べ
ら

れ
る
と
好
評
で
す
。
実
際
に
食
べ
た
わ

さ
び
漬
は
ク
セ
に
な
る
辛
さ
で
、
白
い

ご
飯
に
と
て
も
よ
く
合
い
ま
し
た
。

大学生
体験
レポート徳

川
家
の
御
紋

有
東
木
わ
さ
び
の
魅
力
は

辛
み
に
あ
り

地
物
を
使
っ
た

絶
品
料
理
が
楽
し
め
る
！

「
う
つ
ろ
ぎ
」

わさび栽培発祥の地
有東木に残る、
原風景を体感！

　

景
観
も
料
理
も
格
別
な
農
林
産

物
加
工
販
売
所
「
う
つ
ろ
ぎ
」
は
、

有
東
木
の
元
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
地
元
野
菜
や
わ
さ

び
販
売
の
ほ
か
、
定
食
や
お
菓
子
を

食
べ
ら
れ
る
お
食
事
処
と
し
て
人
気

で
す
。
有
東
木
自
治
会
の
方
々
が
運

営
す
る
お
店
は
来
年
20
周
年
を
む

か
え
る
そ
う
で
す
。

　

う
つ
ろ
ぎ
の
副
委
員
長
を
務
め
る

白
鳥
は
る
江
さ
ん
は
、「
小
さ
い
集

落
だ
け
ど
、
有
東
木
は
大
自
然
と
山

の
恵
み
に
溢
れ
た
魅
力
的
な
場
所
。

大
切
に
し
て
い
き
た
い
し
、
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
言
い

ま
す
。

　

若
者
の
集
落
離
れ
が
課
題
で
も

あ
り
ま
す
が
、
有
東
木
で
は
わ
さ
び

漬
け
・
そ
ば
打
ち
体
験
や
お
祭
り
な

ど
、
外
か
ら
訪
れ
る
人
や
子
ど
も
た

ち
に
向
け
た
行
事
も
多
数
開
催
。
さ

ら
に
、
新
緑
や
紅
葉
な
ど
、
季
節
の

う
つ
ろ
い
を
目
と
肌
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
歴
史
と
伝
統
が
続
く

有
東
木
の
魅
力
は
、
ま
だ
ま
だ
深
堀

り
で
き
そ
う
だ
な
と
感
じ
た
体
験
で

し
た
。

（
編
集
協
力
／
静
岡
時
代
）

邑番号

38

大
自
然
と
暮
ら
す

一
日
だ
け
じ
ゃ

味
わ
い
足
り
な
い
魅
力

◀有東木を案内していただきました。写真右から
望月俊明さん、白鳥はる江さん、宮原友光さん。

うつろぎの料理はすべて地場産の食材を
使用。農家の方たちが協力し
あって、収穫物をお店に
提供しています。また、毎
日静岡市街の朝市にも採
れたての農産物を出し
ています。見かけた方は
お手にとって、有東木の
味をご堪能ください。

●車／新東名高速新静岡ＩＣから約４０分 
●電車・バス／ＪＲ静岡駅からバス「安倍
線」運転免許センター行き（麻機行き除
く）で約７５分バス停「有東木橋」下車すぐ

静岡市葵区有東木280-1（うつろぎ）

有東木
うとうぎ

有東木のわさび
はすぐ品切れに
なってしまうほど
の人気商品！

ミネラル
豊富な

湧

水が有
東木わさ

び

の美味
しさの秘

密

です

定食に使われている
野菜も薬味もお漬物
も、すべて有東木産！

鈴木智子さん
静岡大学大学院２年

むらのおと  11



●JR三島駅（東海バス元箱根行）
→塚原上～笹原バス停 
●東名高速沼津ICから約20分、新
東名高速長泉沼津ICから約20分

三島市谷田　他

三島箱根西麓地区
みしまはこねせいろくちく

学
生
ワ
イ
ン
バ
ー
店
主
が

箱
根
西
麓
地
区
の

三
島
野
菜
を
堪
能
！

斜
面
に
輝
く

三
島
野
菜
の

緑
と
太
陽

　

箱
根
山
の
西
側
に
位
置

す
る
三
島
箱
根
西
麓
地

区
。
Ｊ
Ｒ
三
島
駅
か
ら
車

で
箱
根
の
急
坂
を
登
る
こ

と
約
20
分
、
標
高
50
メ
ー

ト
ル
以
上
の
斜
面
地
に
野

菜
畑
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
平
地
で

は
な
く
、
斜
面
に
広
が
る
農
村
風
景

は
珍
し
く
、
農
作
物
ご
と
に
異
な
る

鮮
や
か
な
緑
色
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

が
綺
麗
で
し
た
。

　

「
こ
の
土
地
一
帯
は
火
山
灰
土
と

関
東
ロ
ー
ム
層
の
赤
土
が
混
ざ
り

合
っ
た
地
域
。
水
は
け
と
肥
料
も
ち

の
バ
ラ
ン
ス
も
良
い
ん
で
す
よ
」
。

　

主
に
人
参
や
大
根
な
ど
の
根
菜
類

を
栽
培
し
て
い
る
今
井
洋
平
さ
ん

は
、
三
島
野
菜
の
美
味
し
さ
の
秘
密

は
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
地
質
に
あ
る
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
実
際
に
今
井

さ
ん
の
畑
で
採
れ
た
大
根
や
人
参
は

甘
み
が
あ
り
、
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　

野
菜
畑
を
巡
り
驚
い
た
の
は
生
産

者
の
世
代
層
の
厚
さ
。
三
島
野
菜
を

Ｐ
Ｒ
す
る
「
箱
根
西
麓
の
う
み
ん

ず
」
と
い
う
若
手
生
産
者
集
団
も
あ

り
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
タ
イ
ニ
ー

シ
ュ
シ
ュ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
人
で
あ
る
宮
澤
竜
司
さ
ん
は
「
変

タ
イ
ニ
ー
シ
ュ
シ
ュ
で
Ｐ
Ｒ

若
手
生
産
者
の
挑
戦

わ
り
種
だ
か
ら
初
め
は
大
変
。
最
近

は
直
売
に
よ
っ
て
浸
透
し
始
め
て
、

美
味
し
い
と
言
わ
れ
る
の
が
嬉
し

い
」
と
満
面
の
笑
み
。

　
　

　

箱
根
西
麓
地
区
に
広
が
る
野
菜
畑

の
風
景
は
一
人
の
畑
で
は
な
く
生
産

者
全
員
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
無
農
薬
で
野
菜
を
栽

培
す
れ
ば
虫
が
わ
き
ま
す
。
箱
根
西

麓
地
区
の
場
合
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の

よ
う
に
畑
が
隣
接
し
て
い
る
た
め
、

す
ぐ
に
被
害
が
伝
染
し
て
し
ま
う
の

で
す
。

　

「
特
に
決
ま
り
は
な
い
ん
だ
け

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
者
が
適
切
に

農
薬
を
使
う
こ
と
（
減
農
薬
）
で
、
こ

の
景
色
が
維
持
さ
れ
て
い
る
」

　

こ
こ
三
島
で
18
年
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

や
セ
ル
リ
ー
な
ど
を
栽
培
す
る
高
梨

祥
史
さ
ん
が
、
三
島
野
菜
が
織
り
な

す
魅
力
的
な
風
景
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
斜
面
に
広
が
る
野
菜
畑
や
そ

こ
か
ら
見
え
る
富
士
山
、
駿
河
湾
な

ど
の
景
色
が
高
梨
さ
ん
の
お
す
す
め

だ
そ
う
で
す
。

　

三
島
野
菜
と
こ
の
自
慢
の
景
観
を

残
し
て
い
く
た
め
に
、
生
産
者
・
Ｊ

Ａ
・
行
政
の
ひ
た
む
き
な
挑
戦
は
続

き
ま
す
。

（
編
集
協
力
／
静
岡
時
代
）

三
島
野
菜
が
つ
く
る

美
し
い
風
景
の
秘
密
は

「
絆
」と「
減
農
薬
」

邑番号

23

「これからは直売に
も力を入れていき
たい」と今井さん

今井さん
の畑で採
れた人参

▲三島ブランド野菜をふ
んだんに使った雲助カ
レー。（おんふらんす）

今井さんオススメの三島箱根西
麓地区の野菜畑が広がる景観。

三島ブランド野菜は農家とJA、行
政が協力して推進中。今年12月
には日本最長の三島大吊橋がで
きるため、三島ブランド野菜と自慢
の景観をより多く
の人に知ってもら
えることが邑の
人たちの楽しみ
だそう。

高梨さんに教
えていただき
ながらブロッ
コリーを出荷
状態の形に！

山田瑞己さん
静岡県立大学
食品栄養科学部４年

静岡県と山梨県の架け橋となるこ
とをコンセプトにワインバーを経営
する店主が静岡の素晴らしい食を
知るため取材へ行ってきました！

（ワインバーROUTE52 店主）
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周
智
郡
森
町
の
南
部
地
域
は
、
昭

和
40
年
代
か
ら
灌
漑
（
か
ん
が
い
）

や
圃
場
（
ほ
じ
ょ
う
）
整
備
が
行
わ

れ
た
優
良
農
地
で
す
。
現
在
は
「
水

田
3
倍
活
用
農
法
」
が
確
立
さ
れ
、

一
年
間
に
水
稲
、
レ
タ
ス
、
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
の
三
毛
作
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
地
域
で
日
々
農
業
と

向
き
合
っ
て
い
る
若
き
就
農
者
が

半
田
侑
紀
さ
ん
（
32
）
で
す
。
夏
は

水
稲
と
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
栽
培
を

並
行
し
て
行
い
、
秋
か
ら
春
に
か
け

て
レ
タ
ス
を
育
て
て
い
ま
す
。

　
繁
忙
期
の
半
田
さ
ん
は
午
前
2

時
に
起
床
し
、
日
が
昇
る
前
に
収
穫

作
業
を
終
え
、
午
前
8
時
ま
で
に
出

荷
作
業
を
済
ま
せ
ま
す
。
朝
食
後

は
田
ん
ぼ
の
管
理
を
行
い
、
昼
食
後

は
農
機
具
や
帳
票
類
の
整
備
な
ど

の
雑
務
に
追
わ
れ
ま
す
。
就
寝
す
る

の
は
午
後
9
時
く
ら
い
で
す
が
、

「
毎
日
働
け
る
こ
と
、
常
に
や
る
べ

き
作
業
が
あ
る
こ
と
は
農
家
と
し
て

恵
ま
れ
て
い
ま
す
」
と
半
田
さ
ん
は

語
り
ま
す
。

　
就
農
者
の
高
齢
化
と
と
も
に
、
天

候
頼
み
と
い
う
不
安
定
要
素
も
相

ま
っ
て
、
農
家
の
暮
ら
し
は
全
国
的

に
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
森
町
南
部

で
は
三
毛
作
が
確
立
さ
れ
て
い
る
た

め
、
比
較
的
安
定
し
た
農
業
経
営
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
一
年
中

働
け
る
の
は
、
と
て
も
有
り
難
い
こ

と
で
す
。
た
だ
、
ぼ
く
よ
り
年
下
の

就
農
者
が
育
っ
て
い
な
い
こ
と
は

ち
ょ
っ
と
心
配
で
す
」
と
半
田
さ
ん
。

　
半
田
さ
ん
が
属
す
地
元
農
協
の
青

年
部
は
、
地
域
の
小
学
生
と
と
も
に

ソ
バ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
を
育
て
、
ソ
バ

打
ち
体
験
や
試
食
会
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
に
農
業
に

対
す
る
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
。
そ
し
て
若
い
人
た
ち
も
こ
の
地

域
に
ず
っ
と
住
み
続
け
て
ほ
し
い
で

す
ね
」
と
半
田
さ
ん
。
若
き
就
農
者

の
視
線
は
地
域
の
未
来
へ
も
注
が
れ

て
い
ま
す
。

三
毛
作
で

農
業
の
喜
び
を
実
感
す
る

若
き
就
農
者

●電車／新東名高速森掛川ICか
ら県道40号線を経て天竜浜名湖
線・円田駅方面へ約10分 
●車／天竜浜名湖線・円田駅から
太田川方面へ南下。徒歩約10分

周智郡森町園田地区・飯田地区

森町南部
もりまちなんぶ

邑番号

79

◇
半
田
侑
紀
さ
ん

1.水稲の刈り取りが終わっ
た森町南部の田んぼ。刈り
取り後はすぐにレタスの苗
を植える作業が始まります。
2.半田さんのレタス畑。同
じ畑でスイートコーンを育て
ることで、特有の甘味が生
まれるといいます。

「美しく品格のある邑」に魅せられた
人びとに、そこでの活動や

魅力について聞いてみました。

インタビュー

3.地域で取り組む親と子の体験学習圃場「森
町農業小学校」の様子。サツマイモの収穫を
終えて、みんな笑顔です。
4.スイートコーンの畑。三毛作によって地域の
田園風景は季節ごとのさまざま表情を見せてく
れます。
5.半田さんの父親と祖父も現役の農家。親子
三代の笑顔には農家としての誇りを感じます。

スイートコーンの収
穫体験で子どもた
ちと触れ合う半田
さん。森町のスイー
トコーンの甘味は
全国的に有名です

森町南部の牛飼地
区で三毛作を行う
半田侑紀さん。「ゆく
ゆくは水稲、レタス、
スイートコーン以外
の農産物にも挑戦
したい」と語ります1

2

3

4

5
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天
竜
美
林
に
囲
ま
れ
た
天
竜
区

熊
地
区
は
、
経
済
が
最
盛
期
を
迎
え

て
い
た
80
年
代
か
ら
女
性
た
ち
が

中
心
と
な
り
、
地
域
活
性
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。『
く
ん
ま
水
車
の

里
』
を
中
心
と
す
る
邑
お
こ
し
活
動

が
評
価
さ
れ
、
89
年
に
は
『
豊
か
な

村
づ
く
り
部
門
』
で
農
林
水
産
大
臣

賞
と
天
皇
杯
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
地
区
の
人
た
ち
は
、
過
疎
問

題
に
対
し
て
非
常
に
意
識
が
高
い
。

本
当
に
活
発
だ
し
、
皆
で
何
と
か
し

よ
う
と
い
う
空
気
が
あ
り
ま
す
」
と

浜
松
山
里
い
き
い
き
応
援
隊
の
土
田

哲
也
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　

土
田
さ
ん
は
生
ま
れ
こ
そ
磐
田
市

で
す
が
、
育
ち
は
関
東
。
卒
業
後
は

デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
し
た
後
、
青
年

海
外
協
力
隊
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

町
お
こ
し
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

帰
国
後
に
自
分
の
経
験
を
社
会
還

元
で
き
な
い
か
と
考
え
、
現
職
に
応

募
し
た
そ
う
で
す
。

「
熊
地
区
は
県
で
も
端
に
位
置
し
、

こ
こ
が
目
的
じ
ゃ
な
い
と
人
は
来

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
一

般
企
業
が
起
業
し
て
５
年
持
た
な

い
と
い
わ
れ
る
時
代
に
、
水
車
の
里

は
も
う
20
年
以
上
、
邑
人
た
ち
の

力
で
採
算
を
取
り
経
営
を
成
り
立

た
せ
て
い
ま
す
。
勉
強
さ
せ
て
も
ら

う
つ
も
り
で
、
こ
の
地
区
を
志
望
し

ま
し
た
」

　

邑
人
と
の
交
流
に
重
き
を
置
き

つ
つ
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
っ
た
経
験
を

活
か
し
、
邑
の
案
内
や
イ
ベ
ン
ト
の

チ
ラ
シ
を
一
新
。
熊
地
区
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
の
デ
ザ
イ
ン
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス

タ
ン
プ
の
制
作
も
手
掛
け
ま
し
た
。

　

熊
地
区
で
は
近
年
、
山
で
獲
れ
た

ジ
ビ
エ
料
理
を
味
わ
え
る
民
宿
が

オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、
都
市
部
と
の

交
流
を
図
る
動
き
は
相
変
わ
ら
ず

盛
ん
で
す
。
平
成
28
年
の
３
月
で
任

期
を
満
了
す
る
土
田
さ
ん
は
言
い

ま
す
。

「
任
期
が
終
わ
っ
て
も
こ
の
近
く
に

住
ん
で
、
何
ら
か
の
形
で
邑
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

暖
か
い
邑
人
た
ち
の
人
柄
に
触

れ
、
す
っ
か
り
こ
の
地
区
が
好
き
に

な
っ
た
と
話
す
土
田
さ
ん
。
彼
の
よ

う
な
若
者
が
増
え
れ
ば
、
邑
の
未

来
は
も
っ
と
明
る
く
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

こ
の
地
域
に
今
後
も
住
み
続
け
、

邑
お
こ
し
に
協
力
し
た
い
で
す

●電車・バス／遠州鉄道西鹿島駅下車→
遠鉄バスくんま水車の里行き40分→終
点下車、徒歩すぐ 
●車／東名高速浜松ICから60分、新東
名高速浜松浜北ICから40分

浜松市天竜区熊（くんま水車の里）

夢未来くんま
ゆめみらいくんま

邑番号

84

1.熊地区のお茶「丸芝」は、第69回全
国茶品評会で全国一位に輝いた銘茶。
パッケージデザインは浜松の大学生。
土田さんの発案でブランド化され、新聞
でも紹介されました。
2.水車の里の20周年記念の横断幕
も、土田さんがデザインしました。
3.土田さんが生みの親である邑のゆる
キャラ「くぅちゃん」の着ぐるみは、中に
入っている人の顔が見えるユニークな
デザイン。

◇
浜
松
山
里
い
き
い
き
応
援
隊
天
竜
区
担
当

　
土
田
哲
也
さ
ん

道の駅「くんま水車の里」。地域の女性が営む
食事処「かあさんの店」や物産館、そば打ちやコ
ンニャクを手づくりできる体験工房があります。

天竜の山奥に位
置しながらも、熊
地区には1年を
通してたくさんの
人が訪れます

築２６０年の古民
家民宿「たべや」を
営む水野さんと。土
田さんは邑の人と
大変仲良しです

土田さんが制作した
「くんマップ」。熊地区
の地図が分かりやすく記さ
れています。裏は邑の方言
一覧表。ゆるキャラの「くぅ
ちゃん」がふんだんに使
われた、可愛らしいデ
ザインです

12

3

14



日本一の
だいだいの里
「多賀」

●車／東名高速沼津IC、
新東名高速長泉沼津IC→
国道414号経由（約55分） 
●電車・バス／ＪＲ沼津駅
→東海バス江梨行→西浦
農協バス停下車（約50分）

沼津市西浦平沢  他

地元で愛される、
地域限定「寿太郎みかん」
沼津市西浦の「寿太郎みかん」は糖度と酸味
のバランスがよく、濃厚な味わいが特徴のみ
かん。西浦地区の特産として有名です。実は
寿太郎みかんの原木は１本の木に２種類のみ
かんの実がなっているという不思議な木。今
でこそ沼津市のみかんの栽培面積の４割を占
める寿太郎みかんですが、そこには地元農家
が大切に果樹を守り続けてきた背景がありま
す。12月は寿太郎みかん収穫の時期、地元由
来の熟成の味を堪能できます。

mura journal邑ジャーナル

●車／東名高速沼津IC、
新東名高速長泉沼津IC→
国道135号下多賀交差点
を曲がり、坂道を上ると多
賀中学校周辺に橙畑が広
がる（約80分） 
●電車／JR伊東線伊豆
多賀駅下車徒歩・JR熱海
駅下車東海バスJA下多賀
支店下車（約25分）徒歩
15分

熱海市下多賀・上多賀

にほんいちのだいだいのさと たが

寿太郎みかん
のふるさと
西浦
じゅたろうみかんのふるさとにしうら

親から子へ。
継承の願いが込められた「橙」
爽やかな香りと酸味が自慢の「橙(ダイダイ)」
は、食卓に彩りを添える食材として注目され
ている多賀地域の柑橘ブランド。風味の良い
果汁はポン酢やサイダー、和洋菓子といった
様々なオリジナル商品の製造に活用されてい
ます。また、橙は木から落ちず、古い果実と
翌年の新しい果実とが混在する特徴がありま
す。そのため「代々栄える」という意味で古く
から縁起物として重宝されてきました。伝統
を受け継ぎながら、地域の人たちは今も大切
にみかん園を守り続けています。

邑番号

11

邑番号

20

●車／東名高速沼津IC国
道1号三島方面経由→国
道136号下田方面→「原
木駅南」交差点左折→県
道136号線韮山方面（約
30分） 
●電車・バス／JR三島駅
→伊豆箱根鉄道→原木駅
下車徒歩約20分

伊豆の国市韮山多田

韮山多田
にらやまただ

満腹が無病息災をもたらす、
韮山多田の『二杯盛り』
田園と富士山のコントラストが映える韮山多
田地域には、「二杯盛」という伝統行事があ
ります。年に2回、山の神さまに感謝をしなが
ら、茶飯を2杯分食べるのが二杯盛りの習わ
し。五穀豊穣を祈るため、元亀2年にはじまっ
たとされています。大盛りのご飯には「しっ
かり食べてしっかり働け」という意味があり、
全員が完食するまで儀式は終わりません。そ
んな二杯盛りの行事には地元の小学生も参
加し、伝統文化の継承と地元に暮らす人たち
との交流が生まれています。

邑番号

16

むらのおと  15



●車／東名高速静岡ＩＣ
から約60分、新東名高速 
静岡ＳＡスマートＩＣから約
30分 
●電車・バス／静岡駅→
静鉄バス藁科線日向行
（約70分乗車）→（奥藁
科・大川）日向下車

静岡市葵区日向

奥藁科・大川
おくわらしな・おおかわ

400年前の祭りを体験。
日向七草祭
奥藁科川上流部に位置する大川は古い歴史
をもった地域です。大川の伝統行事で、静岡
県の無形民俗文化財にも指定されている日向
七草祭は、寛永21年（1644年）の記録が
残っている由緒あるお祭り。毎年旧暦の1月7
日に福田寺観音堂で、日の出の祈祷と田遊び
を行う夜祭りに分けて行われます。メインの
夜祭は多くの観客の中、厳かに行われ、大川
地区の一大イベントになっています。平成28
年は2月14日（土）に行われます。

●車／JR清水駅から約
3km（約15分）、静岡鉄道 
新清水駅から約4km（約
20分）、東名清水ICから約
1km（約5分） 
●電車・バス／静鉄バス庵
原線 松花下車徒歩3分、
静鉄バス港南厚生病院線 
神明前下車徒歩5分

静岡市清水区庵原町  他

原・新丹谷
はら・あらたにや

清水から世界へ！
ブランドみかん「はるみ」
爽やかな甘さとジューシーな果肉がはじける
「はるみ」は清水のブランドみかん。清美に
ポンカンを交配させたことにより生まれた、
味も栄養価も高いみかんです。2011年には、
全国や海外に誇る農産物として「しずおか食
セレクション」にも認定されました。そんな高
品質なはるみを栽培する原・新丹谷地区は、
全国的にも珍しい大区画平坦なみかん園。園
内を新東名高速道路が走ります。地域自慢の
逸品として愛されるみかんと独特の農村景観
に出会える場所です。

●車／東名高速三ヶ日ＩＣ
から約5分 
●電車／天竜浜名湖鉄道
三ヶ日駅または都筑駅下車

浜松市北区三ヶ日町三ヶ日

三ヶ日
みかんの里
みっかびみかんのさと

栄養も味も折り紙付き
一級品！青島の秘密
浜名湖が眼下に広がる三ケ日みかんの里は、
水はけのよい赤土と太陽光に恵まれた果樹
園。栽培の歴史は250年と古く、多くの町民
が代々みかん園を営んでいる地域です。中で
も三ケ日みかん「青島」は、里の代表的なブ
ランドみかんです。一般的なみかんよりも糖
度が高く酸味も少ないため、飽きのないコク
のある味が特徴。また、食品加工用として果
肉をペースト状にする技術を開発。果実のみ
かんに比べ、栄養素が一段階高くなる結果に
注目が集まっています。

邑番号

37

邑番号

41

邑番号

87

16



天皇誕生日

あなたのご意見を
お聞かせください
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SUN MON TUE WED THU FRI SAT

January

December

February

成人の日

元日

月

月

邑のイベントカレンダー

遊休地で育てたそばの収穫

西部西部

伊豆

※ご意見とともに、住所・氏名・電話番号・年齢
をご記載ください。
※頂いたご意見は次号以降で掲載させていた
だく場合があります。
※個人情報は、連絡のため以外には使用いた
しません。

〒420-8601　
静岡県静岡市葵区追手町9番6号　
静岡県交通基盤部農地局農地保全課
FAX 054-221-2809
E-mail : 
nouchihozen@pref.shizuoka.lg.jp

12月初旬

問けっこい中郡  ☎053-434-1877（代表 村木）
遠鉄西ヶ崎駅東側他  ※駐車場あり（橋爪新田公会堂）浜松市西区雄踏町宇布見5427 ※駐車場あり
浜松市中郡町

中部

中郡
地区

邑番号
88

そばの収穫

月

冬レタスのビニールトンネル風景

西部

問森町役場産業課  ☎0538-85-6316
森町円田付近

森町南部
邑番号
79

県景観賞にも選ばれた田園風景
12月〜3月

浜松市天竜区龍山町瀬尻930-11 ※駐車場あり

ほっ
と龍山
邑番号
97

問NPO法人 はるの山の楽校 事務局  ☎053-984-0311
※参加費：100円（保険料を含む）

歩いて森林浴！森林散策体験会

西部

浜松市天竜区春野町杉943-1 ※駐車場あり
春野山の村 第一駐車場

は
るの

山の楽
校

邑番号
96春野町杉地区の森林散策

12/20

問アクティ森  
☎0538-85-0115

ろうばい見頃

森町問詰1115-1  
※駐車場あり

アクティ森

蝋梅の花が見頃

問地域活性化プロジェクト らびりんすゆうとう  
☎053-592-1034（吉田和子）

第４回いかまいか！ すココン祭
雄踏文化センター

ら
びり

んすゆうとう邑番号
99

伝統行事「すココン」を現代風にアレンジ

西部

西部

問小國神社  ☎0538-89-7302

小國神社の初詣
小國神社

一

の宮の里

邑番号
81県でも有数の初詣の地

森町一宮3956-1  ※駐車場あり

1月中旬〜2月中旬

藤枝市岡部町内谷1400-1付近

12/13

問藤枝市役所農林課  ☎054-643-3266

みかん収穫体験
ふるさとみかん山

岡部
本郷

邑番号
56

27種370本の「ふるさとみかん山」で収穫体験

12/5  〜2/7

問松崎町企画観光課  ☎0558-42-3964

石部の灯り
松崎町石部棚田

石
部
赤

根田
村百笑

の
里

邑番号
09

棚田をLEDでイルミネーション

11：00～15：30

西部12/20

問ドラゴンママ  ☎053-968-0011
※体験料：2,000円（定員：20名／最少催行人数5名）
※受付は12/10まで

ドラゴンママの「食」手づくり体験
～五平餅とこんにゃく作り～
ドラゴンママ加工場

田舎料理のプロ「ドラゴンママ」のお母さんたちと楽しく料理

12/12

1月15

天方
邑番号
80

10:00～14：00

9:30～12：30

9:00～

問㈲グランパークあらさわ（代表 杉浦敏朗）  ☎0537-85-8230
※材料費：1セット300円（150セット限定）

年齢、プロアマは問いません。（但し、日本在住者に限る）

正月ミニ門松・しめ飾り教室

西部

御前崎市下朝比奈158-7 ※駐車場あり
あらさわふる里公園

朝比奈
邑番号
76

ミニ門松としめ飾りを製作
12/23

1/1

西部

問小國神社  ☎0538-89-7302

田遊び祭
小國神社

一

の宮の里

邑番号
81

一年の豊作を祈願する神事芸能

森町一宮3956-1  ※駐車場あり

1/3

9:00～15:00

建国記念の日

あなたが見つけた農村の魅力
みんなの宝物にしましょう

農村の魅力
フォトコンテスト

作品
募集中

第1回静岡県

平成28年

【募集テーマ】

【賞】

●一般部門……「次世代に伝えたい農村の価値」
●SNS部門……「農村で感じた幸せな時間」

◆特選（静岡県知事賞）1点
◆準特選（静岡県土地改良事業団体連合会会長賞）2点
◆邑づくり特別賞

「美しく品格のある邑」に登録されている地域
で撮影された作品は、「ふじのくに美しく品格
のある邑づくり連合会長賞」および「邑づくり
特別賞」の対象となります。「美しく品格のあ
る邑」の位置や名称を、HP上で確認のうえ、
応募票に、撮影した地域の「美しく品格のある
邑」の名称を記入ください。

主催：静岡県　
協賛：静岡県土地改良事業団体連合会、
　　  ふじのくに美しく品格のある邑づくり連合

◇詳しくは…

静岡県農村の魅力フォトコンテスト 検索

他

応募締切

むらのおと  17



2/27  28
3/5  6

2/21　〜3/13

2/14　〜3/15

1/9  10

1月16  17

伊豆

中部中部

中部

中部

川根本町地名185-2 ※駐車場あり

い
っぷ

く処横川

邑番号
94

浜松市天竜区横川3085  ※駐車場あり
問横川生産物直売所利用組合 ☎053-924-0129（小沢）

山の講 餅つき体験
いっぷく処横川

餅つき体験と草餅づくりと草餅の即売

西部

問特定非営利活動法人 大好き渋川  ☎053-545-0452

伝承される寺野の民俗芸能
（ひよんどり）を観る
宝蔵寺観音堂 
※集合：てんてんゴーしぶ川

大好
き渋川

邑番号
86

400年の歴史。国指定重要無形民俗文化財「寺野ひよんどり」

浜松市北区引佐町渋川237-1 ※駐車場あり

問池の谷・閑蔵（代表 海野）  ☎0547-59-2729

宗像神社大祭
宗像神社

池

の谷・閑蔵

邑番号
62

池

の谷・閑蔵

邑番号
62

地域の祭り春の祝賀祭

川根本町千頭池の谷集落 ※駐車場あり

1/10

西部

新そばまつり
佐久間協働センター

そ
ば
の

里づくり佐
久
間邑番号

95

地元だけでなく、福島・岐阜・兵庫等、
各地域自慢のそばが集合

浜松市天竜区佐久間町佐久間429-1 ※駐車場あり
問NPO法人がんばらまいか佐久間  ☎053-965-1100

13：00～18：00頃

1月17 西部

ドラゴンママの「食」手づくり体験
～亥の子ぼた餅と味噌作り～

田舎料理のプロ「ドラゴンママ」のお母さんたちと楽しく料理

2/7

2/7

問池の谷・閑蔵  ☎0547-59-2729

不動明王祭
川根本町千頭 池の谷集落

地域の祭り

※駐車場あり

1/28

東部

問富士宮市観光協会  ☎0544-27-5240
※詳細はWEBにて随時公開
　http://uenohills.com

第7回上野の里まつり
酒蔵めぐり2016
富士宮市下条地域
富士正酒造（上野蔵）、牧野酒造、土井ファーム

南条の里
邑番号
34

上野地区にある3施設を巡り新酒や地元グルメを楽しむ

伊豆市月ヶ瀬535-5付近 ※駐車場あり

問地名区自治会　☎0547-56-1307

新春文化祭
地名地域振興センター

地名
邑番号
63

手芸品、絵画、写真等の展示
問(農)伊豆月ヶ瀬梅組合  ☎0558-85-0480
※梅製品等の販売あり
※静岡県太鼓まつり開催（2/21・28、3/6）

伊豆月ヶ瀬梅林 梅まつり
伊豆月ヶ瀬梅林

1500本の梅が咲き誇る

伊
豆

月ヶ瀬梅の
里邑番号

13

※駐車場あり　※農産物販売あり
問和地ふるさと会  ☎053-486-0089（山下昌利）

桜まつり
浜松市西区大山町桜川堤防沿い

約800ｍ400本の河津桜が満開

西部

西部

西部

い
っぷ

く処横川

邑番号
94

問横川生産物直売所利用組合  ※駐車場あり
☎053-924-0129（小沢）
※参加費：100円（保険料を含む）

歩いて森林浴！ 森林散策体験会
いっぷく処横川

天竜区横川地区の森林散策
2/21 西部

問小國神社  ☎0538-89-7302

節分祭
小國神社

一

の宮の里

邑番号
81年男年女の奉仕者による豆まき行事

森町一宮3956-1  ※駐車場あり

2/3

1/3

西部

西部

問特定非営利活動法人 大好き渋川  
☎053-545-0452

めざせ！渋川ツツジ博士
～渋川ツツジの植樹～
てんてんゴーしぶ川

大好
き渋川
邑番号
86

和
地

ふるさと会

邑番号
83

渋川ツツジの植樹体験

浜松市北区引佐町渋川237-1 ※駐車場あり

問大川地域振興協議
会（今永） 
☎080-3628-4523

日向の七草まつり
福田寺観音堂

奥

藁科・大川

邑番号
41日の出の祈祷と夜祭りから構成される

県指定無形民俗文化財

静岡市葵区日向

2/14

2/14

2/14

西部

問特定非営利活動法人 大好き渋川  
☎053-545-0452

めざせ！渋川ツツジ博士
～渋川ツツジの種まき～
てんてんゴーしぶ川

大好
き渋川

邑番号
86

渋川ツツジの種まき

浜松市北区引佐町渋川237-1 ※駐車場あり

3/13

10:00～14:00

14:00～

9:00～

（旧暦1/7）

問㈲グランパークあらさわ（代表 杉浦敏朗）
 ☎0537-85-8230
※期間中の日曜には、先着100名甘酒サービス

梅・さくらまつり
あらさわふる里公園

朝比奈
邑番号
76

梅180本桜200本が咲き誇る

御前崎市下朝比奈158-7 ※駐車場あり

ほっ
と龍山
邑番号
97

浜松市天竜区龍山町瀬尻930-11 
※駐車場あり
問ドラゴンママ  ☎053-968-0011
※体験料：3,500円（定員：20名／最少催行人数5名）
※受付は1/7まで

ドラゴンママ加工場

西部

ドラゴンママの「食」手づくり体験
～びっくり饅頭とクッキー作り～

田舎料理のプロ「ドラゴンママ」の
お母さんたちと楽しく料理

10:00～14:00

9:00～13:00

ほっ
と龍山
邑番号
97

浜松市天竜区龍山町瀬尻930-11 ※駐車場あり
問ドラゴンママ  ☎053-968-0011
※体験料：2,000円（定員：20名／最少催行人数5名）
※受付は2/4まで

ドラゴンママ加工場

2/21 西部

問特定非営利活動法人 夢未来くんま
 ☎053-929-0636（代表 大石）

第21回「大寒謝祭」
水車の里ふれあい広場

夢未
来くんま

邑番号
84

しし鍋、五平餅、特産品が勢揃い

浜松市天竜区熊1976-1 ※駐車場あり

い
っぷ

く処横川

邑番号
94

浜松市天竜区横川3085  ※駐車場あり
問横川生産物直売所利用組合 ☎053-924-0129（小沢）

春のしいたけ祭り
いっぷく処横川

しいたけの網焼きやしいたけコロッケを満喫
3/13 西部

9：00~9：30 西部

浜松市南区恩地町443 ※駐車場あり

毎月第3

問地域いきいき共生！恩地町環境みどり会  
☎053-426-2888（代表 見野）

恩地町みどり朝市
恩地町公会堂広場

地元の農産物販売

地

域い
きいき共生！

恩
地

町環
境みどり

会邑番号
82

～竜
ヶ
石

山～西四村
の
里

邑番号
93

西部

浜松市北区引佐町田畑193付近 ※駐車場あり 
※オープンデッキ・トイレあり

通年

問里山元気もりもり隊 西四村ふるさとの会
☎053-543-0605（代表 戸田）

竜ヶ石山ハイキングコース
竜ヶ岩洞付近

標高359.1ｍ、棚田と遠州灘のコントラスト

中部

18
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美
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あ
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〒
420 -8601　

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
追
手
町
9番
6号
　

静
岡
県
交
通
基
盤
部
農
地
局
農
地
保
全
課
　
☎
 054 -221 -2714　
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X054 -221 -2809

vol.8
2015

冬

ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
る
周

智
郡
森
町
の
南
部
は
、
寒
さ
が

本
格
化
す
る
12
月
に
な
る
と
一
面
が

銀
色
の
波
で
覆
わ
れ
ま
す
。
幻
想
的
な

光
景
を
描
く
そ
の
正
体
は
レ
タ
ス
畑
の

防
霜
用
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
。
実
際
は

半
透
明
の
フ
ィ
ル
ム
で
す
が
、
遠
く
か

ら
眺
め
る
と
銀
色
に
輝
き
、
夕
暮
れ
の

美
し
さ
は
思
わ
ず
息
を
飲
む
ほ
ど
神

秘
的
で
す
。

　
夏
に
な
る
と
レ
タ
ス
畑
は
青
々
と
し

た
田
畑
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
こ
の

地
域
で
は
水
稲
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、

レ
タ
ス
の
三
毛
作
を
実
現
す
る
「
水
田

3
倍
活
用
農
法
」
が
行
わ
れ
て
い
る
か

ら
で
す
。
四
季
折
々
、
多
彩
な
表
情
を

見
せ
る
そ
の
農
業
景
観
は
平
成
25
年

に
静
岡
県
景
観
賞
の
優
秀
賞
に
輝
き

ま
し
た
。

生
産
者
の
情
熱
が
描
く

幻
想
的
な
農
業
景
観
に

思
わ
ず
息
を
飲
む
。

の

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

　
# 03

『
レ
タ
ス
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
』

毎
年
12
月
頃
か
ら
3
月
頃
に
か
け
て
現
れ
る

レ
タ
ス
畑
の
防
霜
用
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
。
手

間
暇
か
け
て
育
て
た
周
智
郡
森
町
南
部
の
レ

タ
ス
は
冬
季
レ
タ
ス
と
し
て
全
国
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
畑
で
夏
季

に
収
穫
さ
れ
る
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
も
品
質
が

高
く
、
同
地
の
直
売
所
に
他
県
か
ら
訪
れ
る

人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

●
森
町
円
田
／
天
竜
浜
名
湖
鉄
道 

円
田
駅
下
車

【
森
町
南
部
】
邑
番
号 

79

全部、邑にあった！
オフィシャルウェブサイト
http://www.fujinokuni-mura.net

facebook
ふじのくに美しく品格のある邑づくり
情報発信チーム『邑ドキッ！』

邑の詳しい情報

美しく品格のある邑 検索

平成28年2月末日までに御
意見をいただいた方の中から
抽選で1名の方に邑の特産
品（2000円相当）をプレ
ゼントいたします。なお、当選
者の発表は商品の発送を
もって代えさせていただきま
す。応募先など詳しくはP17
をご参照ください。

「ふじのくに美しく品格のある邑づくり」連合


